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　The 　 aims 　 of 　 our 　diabetes　 summer 　camp 　 are 　to　provide 　 opportunities ： to　 make 　friends　 and 　have　good 　 tilne

with 　both　children 　and 　 adolescenLs 　 wiLh 　IDDM 　and 　the　camp 　 staff 　members ，　 Lo　 learn　 thaL　 Lhey　 can 　do　the

same 　 social 　 activities 　 as 　 normal 　 children ／adolescents 　 if　 they　 can 　 manage 　 their　 diabetes　 adequately 　 and 　 to

gain 　p 〔〕sitive　 attitude 　 and 　 motivation 　for　diabetes　self −management ．　 The　diabetes　summer 　 camp 　 of 　8　days　 in

1996was 　held　in　August 　with 　491DDMs 　from 　first　grade　to　twelfth 　grade　 and 　76　 camp 　 staff 　members 　per　day

including　4　pediaしricians ，9nurses，3dieticians，2　educational 　 counsellors 　and 　58　student 　volunteers ．

　Our 　intervention　 to　develop　 autonomy 　 was 　promoting 　decision−making 　 on 　 diabetes　 self −care 　 activities 　 with

gQod 　understanding 、　It　included　three　 methods ： 1） self −recordings 　 us 玉ng 　2　types 　 of 　 cards ，2） encouragement

and 　support ，3） group 　Iessons．　 Children／ adolescents 　were 　 encouraged 　to　discuss　 with 　nurses 　to　make

decisions　 at 　insulin　 react1ons 　 and 　 a ！l　 Qther 　QccasiQns ．　 Our 　intervention　 were 　evaluated 　by　two 　types 　 of 　cards

used 　in　the　camp ，　and 　the　checklists 　for　ehildren ／ adolescents
’
au しonomous 　behaviors　in　the　camp ，　which 　were

written 　by　 nurses 　 and 　 student 　nurses 　 after 　the　 camp ．

　The 　fQllowing　 results 　were 　obtained ： DThe 　younger 　 children 　 enjoyed 　card 　 recordings ．　In　 eontrast ，　the　 older

children 　showed 　less　interests　in　recordings ．2）110ut　of 　49　children 　under 　4th　grade　and 　first−time 　 campers

could 　expand 　injection　and 　b⊥ood 　 sampling 　 sites ，3） From 　nurses
’

and 　 student 　 nurses
’

QbservatiQn ，
development 　 of　 autonomy 　 was 　found　in：   Preventing　 and 　 cQping 　 with 　 hypoglycemia 　 by　 taking 　 appropriate

kind　and 　amount 　of 　snacks ．  Exercise　to　decrease　bloQd　sugar 　level，  Adlusting　insulin　dQse　 according 　to

blood　sugar 　level，  None 　of 　them 　could 　develop　autonomy 　in　adjustment 　Qf 　diet．　These　findings　suggest 　that

new 　interventions　 other 　 than　 self −recordings 　 using 　 cards 　 will 　 be　 needed 　 for　 older 　 children ，　 and 　 developing

autonomy 　 in　 terms　 of 　adlusting 　 kind　 and 　 amount 　 of 　 served 　 food　 according 　 to　 blood　 sugar 　 level　 will 　 be

rleeded ．

Key 　words ： diabetes （糖尿 病），　children ／ adolescent （ノ1丶児 ），　 summer 　caInp （サ マ
ー

キ ャ ン プ），　 autonemy （自主性），

　　　　　　self ．care 　activity （療 養行動）

は じめ に

　わ が 国に お け る小児糖尿病 サ マ
ーキ ャ ン プ は小児の

糖尿病が医療的 ホ
ー

ム ケ ア を最 も必要 とする疾患 で あ

る た め に ， 1963年に丸山氏に よ り東京で開始され た医

療療育キ ャ ン プ で あ る 。 そ の後これ を 基本に して 全国

的 な広 が りを見せ，1996年 に は全国40ヵ 所 で 行われ て

い る。 小児糖尿病サ マ ーキ ャ ン プの 目的 は，糖尿病を

持っ 子どもと キ ャ ン プ ス タ ッ フ が集団で 生活する中で ，

伸間を作り， 楽しい 体験を 共有す る こ と と適切 な 治療
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を続ければ，糖尿病で ない子どもたちと同じような社

会生活が で きる こ と を体得 し，キ ャ ン プ以 後も適切な

治療を続け よ う とい う意欲を持 っ ように 動機づ けを す

る こ とで ある。 併 せ て 糖尿病患児に関わ る人 々 の 研修

と啓 発 を 目的 と して い る 。 しか し，そ の 内容は統一さ

れ て お らず，そ れ ぞ れ の キ ャ ン プが独自の プ ロ グラ ム

で行 っ て い るの が 現状 で あ る 。 小児糖尿病サ マ ーキ ャ

ン プ に お け る 看護婦 の 役割 として は，大きく 2 っ に 分

けられ， a ，医療に関す る役割，
　 b．生活管理 と教育

的役割 と さ れ て い る ％

　患児が適切な 療養行動を行 うため に は，知識 ・動機 ・

環境因子 が重要で あ り
2 ）

， そ れ らに影響を与 える もの

として ，患児 の 自主性 が あ る 。 こ れ まで の 研究で，糖

尿病患児の 療養行動と 日常生活 で の 自主性の 間 に 正の

相関が見 られた こ と 3）
や自立性が高い 者が低い 者に 比

べ ，有意 に血糖 コ ン トロ ール が良か っ た こ と
4 ）が報告

され て い る 。 また，小児糖尿病サ マ
ーキ ャ ン プの 有用

性として は，
“
仲間が い る

”
と い う安心感を得 られ る

と い う心 理的サ ポ ート効果，注射 や 血糖測定 の 技術の

習得，糖尿病 に 関す る知識の増加に つ い て多 くの 研

究
5） 6）

で明らか に され て い る 。 しか し，実際に参加者

が キ ャ ン プ中に ど の よ うな行動を取 っ て い た の か に つ

い て明らかに した もの は ほ と ん ど な い 。

　 そ こで ， 今回療養行動 に お け る 自主性 を育 て る こ と

を目的 に 看護援助プ ロ グラ ム を作成 し，平成 8年度小

児糖尿病サ マ ーキ ャ ン プで実施 した 。 そ の 中で ど の よ

うな患児 の 自主的 な行動 が 見 られた か に つ い て 明 らか

に し，今後 の 看護援助 の 方向性に つ い て 検討した の で，

報告する。

研究方法

1．用語の定義

　自主的 な行動 ：理由 を考え る こ と ， 行 う方法を決定

す る こ と，意見を主張す る こ と， 質問をす る こ と，助

言 を求め る こ と，役立 っ 情報を準備す る こ と，目標を

設定す る こ と， 自分 の 行動を評価す るこ と，そ して技

術を獲得す る こ と をい う。

2，対象

小児糖尿病サ マ
ーキ ャ ン プ に参加 した糖尿病患児 。

3 ，平成 8 年度小児糖尿病サ マ ーキ ャ ン プの 概要

　 8月に 7泊 8 日 の 日程で ， 小学 1年生 か ら高校 3年

生まで の 参加者49名とキ ャ ン プ ス タ ッ フ 76名 （1日 あ

た り）で行わ れ た 。 キ ャ ン プ ス タ ッ フ の 内訳は，医師

4 名 ・看護婦 9 名 ・ 栄養士 3名 ・ 教育 カ ウ ン セ ラ
ー2

名 ・ポ ス トキ ャ ン パ ー
（キ ャ ン プ OB ・OG ）11名 ・

学生ボ ラ ン テ ィ ア 47名で あ っ た。 サ マ
ーキ ャ ン プ を成

功 させ る た め に キ ャ ン プ前 に キ ャ ン プ ス タ ッ フ の 代表

者に よ る話 し合 い を 3回行 い，医療 ・看護
・栄養 ・生

活の 各 ス タ ッ フ ご と に独自の キ ャ ン プ に 向けて の 定期

的な話 し合 い を持ち，学生 ボ ラ ン テ ィ ア の 教育を行 っ

た 。 看護 ス タ ッ フ は看護婦 と看護学生で 構成さ れ て お

り，前 回の キ ャ ン プ で の 反省 （行事 に 伴 う準備物品 の

不足，他 の ス タ ッ フ との 意思統
一

の 欠如等）をふ まえ

参加者に とっ て よ りよ い キ ャ ン プを提供するため に は

どの よ うに 関 わ っ て い け ば よ い か に っ い て 話し合 っ た。

また，患児に具体的かっ 実際的 な 知識を身 に つ けさ せ

る こ と，患児 と よ く話し合い ， 選択肢を示して ， 患児

の 決定を促す こ と の 2 っ の 看護 目標 を掲 げ，共通 の 認

識 の もと に 共通 の 姿勢で 患児 に 関われるよ うに した 。

4 ．療養行動 の 自主性を育 て る看護擾助プ 囗 グラ ム

1）カードを 用 い た 自己記入 に よ る方法

　（D　血糖表 （表 1）　：血糖値，身体の 状態， 食事摂

取 量，イ ン ス リ ン 注射終 了 の チ ェ ッ ク の 記入 に 加え，

メ モ の 欄 に は そ の 日行 っ た運動や行事， 血糖の 変動 に

伴う症状や そ の ときに考え， 行 っ た 対処 な ど 自由に 書

く よ うに 説明す る 。 血糖表 へ の 記入 は原則的 に 患児 が

行 う。小学低学年 の 患児 に は看護 ス タ ッ フ が手伝い な

が ら記入する。 ただ し，
イ ン ス リン量 に つ い て は医師

が記入 し， 夜間の 状態 に っ い て は看護婦 が 記入す る。

　  　注射 ・血糖測定の 技術 ・部位の チ ェッ ク カ ー ド

（図 1，表 2） ：小学 4 年生以下と初回参加者 に は，

注射 ・血糖測定の技術 ・部位の チ ェ ッ ク カ
ー

ドを用 い

て，指導を行 う。 表面 の 図 1に は，同
一部位に注射し

て い な い こ と が わ か る よ うに 日 に よ っ て 記入す るペ ン

の 色を変 え，い っ ど こ に 注射した か が わ か る よ う に朝

は 「あ」， 昼 は 「ひ」と記入 し，初 め て 自分 で 注射が

で き た場所は花丸をっ けて，部位 の 拡大 を 患児 と と も

に喜び，学習 の 動機づ けに な る よ う に努め る。 また，

裏面の 表 2 を用い て 看護 ス タ ッ フ が 患児 の 技術を観察

し，注射部位だけ で なく，イ ン ス リ ン の 種類や必要量

の 確認，消毒 の 仕方，空気 の 抜 き方な ど細か く技術を

チ ェッ ク し， 注射 ・血糖測定 の 自己管理 へ の 援助を行
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一Eleotronio 　Library 　Servioe

　　　　　　　 τ　　　　　一．一 ．一



Kobe City College of Nursing

NII-Electronic Library Service

Kobe 　City 　College 　of 　Nursing

49小児糖尿病サ マ
ー

キ ャ ン プ に おけ る参加者 の 自主性

辱

　

確い
）一
n

爾
い

、
，，’
丿．，
く
〜・
〜
）
＼

丿

く
3

〜
〜

ノ

桟
〜
〜

〜

く，

　

　

　

　

属

ぬ
い

　

　

Q
　

　
　．

G
）

呵
、」．・
・丿
→
，
，

善
ψ

レ
。

ト

←’
《
・
μ

5

“｝
o

吋

せ
ハ

，

曜

＾
ヤ

恩

“
・

起
・
卩P
り｝
」

姉

σ

峠

凶

N
碍

悶

ド
屯
い

’

“
λ、
忌
宀

マ

の

評
銀

鰹
霖
へ
晶い
砦
h、
s
ヤ

“

ト

F

　

　

“

菷

ゆ．［、・、
隣

」
「

へ鴇
嵩

｝
　
卜

o

ζ、

　

錚齟
奪
、
過一
叶

』，
9》

》

爪
ト
ト

　

　

繭

’o
画

，
壁

ン聰
小

　

　

　

　

　

　

　

へ

尋

い

）
　
O
廿’・
も、

　

　

　

　

　

　

　

　

．
d
ド

丿

鰹
ξ
噺

蕊
層
，
〜
＜

O
噌

磁

巳

亮
‘

寒
￥
樹噛

　

　

　

　

　

　

　

　
4h

丶
賊

q

ビワ
》

　

　

　

　

　

　

　

　
ロ
ロへ　の　く　
ロ
らザ　ロ

　

　

　

　

　

　

　

　

ら

い

　
、

壁

噂
o叩
司

　
吋
マ

し．
？へ・’殉．
窺
ヤ

晒
ト
ド

　
い

隔

塞
◎・
り
丶

　

K（
確
1

て
？
卜’．．殉
寸

甲
“°
卜

卜．
　

吟吻
　
、
06

◎”
O

岬

赴

丿

り

く

遇

「N
（

縄

費

潜

爬

蹙

爬

響

軽

「
N

（
帖

呪
宀

・
己

津
銀佃
U

蓉．
鮮

姻
宀

迅

誕

母

」

藁
吋

　

鯉
辱

气
杖
峠

「
）

〜．
ζ

◇
讐

　

　

　

　
、

“

尋
旨、
3X

「
＆

潯

の

雨

〆广
冫

『
曜

へ

ら
亭

）

　一
乾

雨
O

　
。智
二
4

　

辱
奪
へ
渓
軸
h，。）

ぽ

ト
b

　

　

　 ．
−

四

）
昌

尋

へ

雲
｝

3
♂F

∫

う
し

げ

Ψ
鴫

ナ
，

≦

へ，
。

Ψ
“

ト
炉

　

、

冂
μ

〆7
」，
嘱

顧

崛
宀

∠、
爬

翁

縄

斌
ξ

便

　

艇

慢

詈

　
忙

珂
宀

愈噺
虻

」

り

《

爬

＼’
↓

、・
り

し

レ一
　、

祠

無
蒔

肉

4
娘

〔
軈
偲
）
魍

竪

丶
工

丶

沼
↓

¶・ 

　

　

　

　

　
腎

ひ

丶
　
吹

Q

り。
”
n

鮮

蓬
園

轡
ビ

導
脈

　

　

　

　

　

ひ

喝

　

風

魁

　
o

防

り
、

碯

導
【

癬
鰍

辰゚

獄
跡

　

　

｝

綜

《

ぽ
　
竃

唆冊

〜

34

（
慶）
O
川

e

器

一 ．　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

げ

ト

」

）
葦

矗
‘

’ゆ
崛
 
6
て
卵

ρ
「
卩

」

じ
＾

樋

レ
碕

“
ト

ト・
N

ゴ

「
 ．・
N

』’
。・
属

墓

細

迅

「
，

盛｝

麗

　

　

　

　

　

　

　．
犀

起
’
丿

4
必

四

心

峺

」

ム「
（
ρ

．
r

四

6

≦

謹
」

γ四
ン

“

−−卩
ト一
酎

 
ト

効

，・
N

｛

煎壱
」
争

並

O

←

−
二

祺

　
或

虻

　

瑠

漣

掃
｛

縄

　
」
｛

縄

　

禍

こ
嚇
甘

“

層
　

　

胃

　

　

Pn

吋
晶

，

両

鯉旧
−

　

　

　

　

灘」

1
鳧

煢

僧
擁
ヨ

堀

臍

昌

霜

　

　

　

巾
「

皆

−悍
｛

漣

孟
さ
虔

囎
赫

畏

撃
4
喪

幌
宀

，一．
遭

響
レ

漣

呵
叶

｝

“

　

d
帋
画

艇

一
鼠 o

吋

廷

「
車

…

｝

1．

fl

…
… 

→

こ G 姻
へ

｝

！
…

…
韋

1
…
　
1

十
…
…
…
5

「

i
…
…
…
i
ヨ

m
　
n

己
　
皿

ら
 

→

ミ

G
心

ミ

i
…

o …

  曾  
粂
丶

…

…
；
ヨ

…

i
…
；

…
…
医

…
…

i
：

TiTi
…置 …

3

｝
1

…
…

…： ｝
’
冨

  ミ  
ら

郊 …

；
ii……

i
…

i
… …

  暑
G い

も
コ
｝

i
…

’
「「

｛
；
…

十

i
…
i

｝

i
…
…

田

d4

　
ぽ

肉
 

も
＼

◎
偽

さ◎

Qo嫡 ◎ 皆

；
…

…

…

…
…
…

｝
｝

…

…
…
…

i
…

中

… …：
ξ
…

†

…

一 i … iL1
．

…

轟

9
曇

95

8
ド

§

串
：

鍵
＝

8
ぶ

轟

鬘
：

9
ゴ

8
ド

蘇

鍵
：

8
ゴ

8
農

ミ ◎ こ …

！

…

卜

…
｛
…

…

き
i

i
旨
…

…
i

妬
04 ◎

†

｝
…

…

…

「

…

…
…

 

ii

…
…

｝biも

i
…

毋

、
＾
　
皿

肉

セ

◎

a

 

ミ  ◎
↑ 广 ； ↑

  曾 ◎ 窯
d

…

…

…「

il

…
…

．

i
…

i

…
｝
i

‡

… ii 丁

…

3 ； … ξ

  禽 9 と
丶

…
…

旨

i
…

ii
！

i
；
…

；

◎
04 Gd

胃
；
…

i
…

；
…

i
…

…
…

i
…

i
…
1
…

も

皿

£
噂

　
畷

眺

囑

謇

i
…

｝
ミ

…

i
｝
ξ
…

i
｝
！

…
…

…

…

…
…

i
i …【 i： …「

ロ

　
　

暖

抓
八

、囲
K
八

ヤ

¢

毫

“
r丶

セ

乏

…

ド
入

セ

劇

爵

賑
驚
巛

壌

麗

趨

o 　 　 o 　 　 o
o 　　　o 　　　o
の 　　 　N 　 　 　r

羽 h ぐミ＿）
卩辱 中 「引ト“
幽曜OO ・期 一．一齟．」一．綱｝

珊
軸

襃
護

囀

圏

湘

製

ノ“
切

契
〉

ド
bO

脚

○
尼

昼
薜

．
圦

、
岨
、

霽

、
刊一
く
昶

⊃

如

萄

坦
A
⊃

K
八

ヤ

※

　

　

　

　

　

叶
（
よ｝

厘

勇
’「、
　

 

畭

爪

　

O
　
田

Q
卵
旧

翠
く

囎
e
穏
肄

自

　一
縦

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Kobe City College of Nursing

NII-Electronic Library Service

Kobe 　City 　College 　of 　Nursing

50　 神戸市看護 大学紀要　Vol ．3， 1999

で き た か な

・

八

噸 弓協

・ナ
仏

（

9

端
顕

甲
．

　
．

6

釟

舗
嚆

黒 ； 20／24日
赤 ：21 ／25日

青 ： 22／26日

緑 ： 23／27日

’・

，
＼こ

なまえ

あ ：あさ

ひ ：ひ る

ゆ ：ゆ うがた

ね ：ねるま え

○

0

図 1　注 射 ・血糖測定の 技術 ・部位 の チ ェ ッ ク カ
ー

ドの 記入 例 （表面）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Kobe City College of Nursing

NII-Electronic Library Service

Kobe 　City 　College 　of 　Nursing

51小児糖尿病 サ マ
ーキ ャ ン プ に お け る参加 者 の 自主 性

1

　

　．
鴎

‘

〜

ツ
N

巳

点

見

、
d

コ

羇
〆

’

”

帥

5
《

躄

停
二
（
う

）

楓
皆

の

’
負

ド

≦，
雨

凶

譌
竃

）

や

≦

　，°
国

‘

訪
〜

了

屮

ン

婁
ミ・
層
V

J

卆、
亨
尾

N

い

ワ
ロ

慧、
・

霊
瀞

芸
根

と

尚
‘

g
．

帥

感

と
曲
汐

　

　
　

　
匸

　
）

≦

げ

モ
N

願
ゼ

裏
う

　
」

、

 

≦

区

曜

’°
詈
碗

≦
N

‘」

グ
冨

）

励

も

蒜

酔

≦
ピ

R
凛
旦

で
《
図

心
NJ

　
　

　．
11P

」

て

蝕
富

下い

‘

養
迂
ご

ざ

‘

甲冖
ん
6

μ

．
！
o

憑

吟
“

ぶ

侍

5
 
ψ

忍

賦

匸
u◎
，

N

》

施ド
メ

シ
“

咲
巳

贅

舌
薨
濯

理

　

　

　、
 
’
」

吋

り
rN

幅

樫
虚

　
ψ

6
副

二

お

寒
念
妬

、
（

ゆ

」

N5

軽
W

ド
）

悔

図

ミN
に
”

ミ

、
雨
将

守

愚
、

誕
む

西゚
ン
9

弐
捻

さ
轗

　

　
ゾ

、卜
↓
の

螺

ゴ
晒

藜

く

侍，
」
τ

亀

憩
“

　

認

」

”

ー
〉

島

審

尹・
∈

鐸
小

　

メ
）

《
Φ

く

げ
y
竜

苓
晒

ら

菩
偲

富

憲
　、
μ
9
四

｛

〉
貸

黒

コ
ギ

，
5
而

丿
N

〜

軽
皆

国
セ

劔
p尸」

）

博

刃

り

畏’
ビ
o
恢

O

O

0

O

O

q

O

桜

報
遜

O

蝨

督
ぐ

O

0

O

ぐ

く

X

粥
蠣
e
憲

q

O

○

O

O

○

O

く
想

，
＜
瞳
e
志

涙旭

O

Q

Q

G

Q

◎

○

踏
笹ヤ
Q
單
鴇

瞭

燗

O

O

O

O

Q

○

O

Q

即

導
e
週
瀚

孫

想

G

Q

O

G

G

Q

Q

○

桓
宰

小

魅

e
週
爺
照

樹

O

q

O

○

O

◎

宰
Q
如

週

珊

○

（
）

Q

く

◎

O

V

蟻
如

取
則
P
聯

転

創

Q

O

O

G

O

Q

O

昶
娜

e
ミ
ユ

ー

肖
入

て

選財e演想

◎

Q

0　
　
イ

Q

Q

O

◎

騨

貍
e
ミ

ト

ヤ

く

O

O

O

O

O

O

O

O

枳

》

颶

e
鰹
廻

興
eN

「「
K
λ

ヤ

も

Q

Q

動

○

O

◎

ぎ
9
じ

ミ

鴕
鑓
e
瑚

駆

壕
・
黶
輝
eN

ひ

K
丶

ヤ

．

μ
J

紐
9

ハ

幽
ド

メ

o
ρ

鼎

痘
ζ

告

蔑

」

舟
ζ

胸

系
　

　

、
“卜
」

練

遺
「・
〜

《

＃

♪

ミ」
し

肺
←

・
6
ひ
垂
《，

，
“

ト

リ

ひ

こ

幽

→

亡
但

ぐ

需
隅

謙

読

◎
ご

巳

図
斜

浄

←

ま
，

（

ぐ
N」
誕

？・

二

慰
遭

　

　、
名
Ψ

乱

藁

暫
嵩
こ

　．
μ

ト

【
6
詐

尋
ゆ

甲
‘

）

紬
中

巳
吋

卜、
脳

潔

「
竃
μ

露
J

鮮

’
樋
φ

鰻
g

、
樋

≦

四

ζ

〈
鬯
虱

皆’「、
西

♂
月

と

”

仲

＾

」

〜
阿

や
橘・

毳

は
ン

属
二
輔

却

u
畏’
ご
p
娠

G

℃

ぐ

O

O

Q

O

O

盟

酬

鞏
蝋
e
塚

睇

q

O

○

O

O

〈

ぐ

O

頓
む

oe

鰹

嶺

O

◎

O

O

O

O

q

O

「
唇

糠

埋自

◎

Q

Q

Q

Q

O
璽

O

雌

涎
e
週

箭
目

懸

廻
宀

憂

1

立
　　
」
F

心
由

宀

宀

牒

d
　

両

y

蝿

飽

〔
靼
，

口
）

週

鴇
目

騒

”

宀

祺

皿

尺

騫

田

X
呱

ら
・

　

田

藩

曙

田

洋

冨

田

笥

醫

甲
且

踝

田

　

篝

田

舟
呱

喝

田

＼

興

．　
1　
ー　．
1　
11

．　
1．　トー
II　．　」

爆

饒
罎

肝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

旺
ハ

て

終
丶
）
　
　
　

世

導

確

　
丹

　
丶
　
　
　
．
隙

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
！　
1

、
覇

O
　

曾

○
　
　

岬

眠

（
惺

礫）

巡
く
寵

e
匕

ー

載

へ

堅

H

応

e
坦
箍
。
確
堵
e
糾膳
贏
潔
自
．
擦
坦
　
飆

艇

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Kobe City College of Nursing

NII-Electronic Library Service

Kobe 　City 　College 　of 　Nursing

52　 神戸市看護大学紀要　Vol ．3， 1999

う。

2）励ま しと支援

　看護婦 と他 の ス タ ッ フ は高血糖や低血糖 に な っ た時

あ る い は そ の 他 の 状況 で 患児 が 自分で ど う対処すれば

い い の か に っ い て決定して い けるよ うに患児 と話 し合っ

た り， 選択肢を示 した りしなが ら ， 励ま し と支援を行

う 。 また ， 患児が医師 に質問 しやすい 環境を整 え る た

め に，患児 と医師と の話し合い の 調整を行 う。

3）集団指導

　集団指導として ， 参加者を年齢 に よ る小グ ル ープ に

分 け， 1回30分の 看護の授業を 2回行う。 1回 目の 授

業で は ， 個々 の 参加者 に こ の キ ャ ン プ で 学び た い こ と

や目標を聞き，そ れ が達成で き る ように 助言を行 い，

話 し合う。 そ して 看護婦はその 後 の 彼らの 行動を観察

し，彼 らの 意 見 を取 り入 れ なが ら， 2 回目の 授業を行

う。

5 ，分析方法

1）血糖表 と注射 ・血糖測定の 技術 ・部位の チ ェ ッ ク

カードの 2種類の 記録物の 内容 と量 を 分析す る 。 血 糖

表の メ モ 欄 の 記述 か ら，療養行動に 関す る自主性が現

れ て い る記述を抽出 し，そ の 量から3段階で 評価す る 。

2） キ ャ ン プ中の 患児の 療養行動を最終日に 看護 ス タ ッ

フ が イ ン ス リ ン 注射，血糖測定，低血糖 ・高血糖の 理

解と対処の 3 つ の 視点か ら良くで きる ・か な りで きる ・

もう少 し努力を，の 3段階で 評価す る 看護 の 記録を分

析す る 。

3） キ ャ ン プ後に看護婦と看護学生 は 担当 した患児 の

キ ャ ン プ 中の 自主 性 を 発揮 した療養行動 を チ ェ ッ ク リ

ス トを用い て，イ ン ス リ ン 注射，低血糖の予防及 び対

処，食事 ・お や っ
， 運動， 授業 ， そ の 他の 視点 で 2段

階 で 評価 し，また，自主性を発揮した行動に っ い て 具

体的に記入す る 。

結　　果

1．対象の背景

　平成 8 年度の 霊山ト レ ーニ ン グセ ン タ
ー

で 行 われ た

小児糖尿病 サ マ
ーキ ャ ン プ に 参加した イ ン ス リ ン 依存

型糖尿病患児49名。
そ の 内訳 は 小学生22名，中学生16

名，高校生11名で，男子が22名，女子が27名で あ っ た。

精神発達遅滞 の あ る者が 2名含ま れ て い た 。 また ，
サ

マ ーキ ャ ン プ の 参加回数 は， 0 か ら 9 回 で 平均3．4回

で あ っ た 。

2，カードへ の記 入 状況

　年齢と カードへ の 記入量 との 間に は ， 相関 係数

一〇．529 （P＜ 0，001） で，有意 な 負 の 相関 が 見 られ ，

年齢 が 高 く な る に っ れ て ，カ
ー

ドへ の 記入を好ま な い

傾向が見 られた。

3．自己管理 に 必要な技術の 獲得状況 と注射 ・採血部

　　位に つ い て

1）小学 4年生以下と初回参加者

　小学 4 年生以下 5名と初回参加者 6 名，計11名の 注

射 。採血部位の 獲得状況を表 3に示 した 。 初回参加者

は 事例 1 ・4 ・8 ・9 ・10・11で あ っ た 。 事例 1 は今

まで イ ン ス リ ン 注射は両親が 行 っ て お り，最初 は 自分

で 注射す るの を い やが り， 拒否 して い た が ， キ ャ ン プ

の 後半か ら針 の 挿入 を手伝 うと内筒 を 押 して イ ン ス リ

ン を注入 す る こ とが で きる よ う に な っ た。 また，採血

は機嫌 の 良 し悪 しで 自分で 行 う時と行わ な い 時が あ っ

た が，今 ま で 行 っ た こ とが な か っ た 小指 を 含 め，両手

の 10本の 指を使 っ て 自分で 血糖測定がで きるよ うにな っ

た 。 事例 2 は ， キ ャ ン プ へ の 参加 は 2 回目で あ っ た 。

去年 の キ ャ ン プ で 技術的 に は血糖測定 も注射 も
一

通 り

自分 で で きるように な っ て い た が ， 家庭に帰 っ て か ら

は母親が すべ て行 っ て お り，自分 で 注射す るの が怖 い

と言 い，自分か ら は行お う と しなか っ た ため キ ャ ン プ

の 最初 は看護婦が手を添 え て 励ま しな が ら行 っ た 。 し

か し ， 2 日後に は自分の 方か ら積極的 に 行 うよ うに な

り，注射 ・採血部位と も に 広げる こ とが で きた。 事例

3 は キ ャ ン プへ の 参加 は 2 回目で，去年の キ ャ ン プ で

技術的に は両方の 大腿 ・ 上腕 ・腹部へ と よ り広 く注射

する こ とが で きるよ うに な っ て い た が，家庭で は左右

の 上腕の限局 した部位に の み注射を して い たとい うこ

とで
， 上腕の 注射部位 に 腫脹 が 見 られ た た め ， 医師 と

相談した結果， この キ ャ ン プ 中は上腕 を使わ ず，他の

注射部位 に 行 うよ うに した 。 ま た ， 小学4 年生以下 と

初回参加者 とを合 わ せ た 11名 は 全員に 技術の 進歩が見

られ，注射 ・採血部位を広げ る こ とがで きた 。

2）小学高学年以上の 参加者

　 キ ャ ン プ中 に 参加者が実施した注射部位と採血部位

に つ い て ， 表 4 に示 した。 注射部位が 3カ所以下だ っ

た 者 は 4名で あ っ た 。 そ の う ち 2 ヵ 所だ っ た 1名は精

神発達遅滞 の ある者 で ，他 の 部位へ の注射を促したが，
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表 3　 小学 4年生 以 下 と 初回 参加 者の 注射 ・採血 部位 の 獲 得状況

イ ン ス リ ン注 射の 部 位 採血 部位

事例 学年 性別
キ ャ ン プ

経験回数
大　腿 上 　腕 腹　部 殿　部 指 耳

右 …左 右 i左 右　1 左 右　
：

左 右 i左 右 …左

1 小 1 男 0 ●　… ● ● 　 　 ●
旨

O 　iO

2 小 2 男 1 ○　
’

● ●　 10 ○　．● ○ 　．○．

小 3 男 1 ○ 　…○ ○ …○ …● Oio3
｝
4 小 4 男 0 OlO ● 1 ● ○ …●

．
○ ゆ

5 小 3 女 1 ○ 　… ○ ○ …○ ● i ● OiO

6 小 3 女 2 ○ 　・○ ●　10 ○　… ○ ○ …○

7 小 4 女 3 O 　… 0 ○ …○ ○ …○ ●　… ●

8 小 4 女 0 OiO ● 　iO
○ …○ OiO

9 小 5 女 0 ○ ゆ
：

● ○ …○ ○ ゆ
lo 小 6 女 0 ○　…○ ●　．● ○ … ○ OiO

11 小 6 女 0 ○ 　 　○ ●　i ● ○ …○ OlO
旨

● はキ ャ ン プ中 にで きるよ うに な っ た部位

表 4　 サ マ
ー

キ ャ ン プ 中に 参加者が実施 した注射部位 と採血部位

グル ープ

注射部位数 （8 ヵ所中） 採　血 　部　位
人 数

2345678 耳 左 手指　　両手指 両手指と耳

小学 1 − 4年
　 　男 女

8名 215 7 1

小学 5 − 6年
　　男子

5名 2 21 3 2

小学 5 − 6年
　　女子

9 名 1 161 8 1

中　 学　 生

　 　男子
8 名 1313 1 6 1

中　 学　 生

　 女子
8名 2 1 5 7 1

高　 校　 生

　 　男子
5 名 5 5

高　 校 　 生

　 女子
6名 222 6

合　 　 　 計 49名 137324471 3 41 畦

あば れ て 頑 な に 行お うと しな か っ た 。 残り 3名は小学

高学年と中学生 の 男子で あ っ た
。 また ，採血部位 が耳

ある い は左手指の み で あ っ た 4名 も小学高学年 と中学

住 の 男子 で あ った 。

4 ．低血糖と高血糖 に つ い て

　 キ ャ ン プ 中 に 参加者全員が 低血糖を経験 しt49 名中

45名 の 患児 は そ の 症状を知覚す る こ とが で きて い た。

症状を知覚で きな か っ た 4 名は ， 精神発達遅滞の あ る

者 2名 と小学 1年生 1名，小学 2年生 1名 で あ っ た 。

また，彼 ら4名を除 く，キ ャ ン プ参加者全員が 低血糖

を上手に対処で きて い た 。

　キ ャ ン プ申に ケ ト
ー

シ ス を経験 した者はい なか っ た 。

高血糖の 症状 とケ ト
ー

シ ス の 対処 の 理解 に つ い て は，

年齢 と の 間 に 相関係数0．60 （P＜0．001） で ，有意な 正

の 相関が見 られ，年齢 が 高 い ほ ど高血糖症状 の 理解 の
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程度 が上 が っ て い た
。

5．自主性を発揮した行動 に つ い て

　キ ャ ン プ中に 参加者が 自主性を発揮 した療養行動 に

つ い て，表 5 に 示 した 。

1 ） イ ン ス リ ン 注射に関す る自主的な 行動

　イ ン ス リ ン 注射 に 関す る自主的な行動が 見 られた者

は49名中23名 （47％） で，小学 1 − 4 年生 8名中 2名

（25％），小学 5 − 6 年生14名中 6 名 （43％），中学生

16名中 5名 （31％），高校生 11名中10名 （91％）で あ っ

た
。 具体的な行動 に つ い て は ， 「医師 に イ ン ス リ ン 量

の 変更に つ い て 相談 した 。 」が 18名で 最 も多 く，「医師

が変更した イ ン ス リ ン量 につ い て理由を聞きに行 っ た 。」

，「注射方法 を 注射器 か ら ノ ボ ペ ン に 変更 した い こ と

を医師 に相談 し， 2 回注射法か ら 3回注射法に 変更 と

な っ た 。 」， 「医師に相談 せ ず に イ ン ス リ ン 量を自分 で

勝手に 調節した 。 」の 4 つ に 大別 さ れ た。

　また，「医師が変更 した イ ン ス リ ン 量に っ い て 理 由

を聞 きに 行 っ た 。 」 と い う行動は年少 の 患 児 に 多 か っ

た 。

一方，「医師 に 相談せ ず に イ ン ス リ ン 量 を自分で

勝手 に 調節 した。 」 とい う適切 で な い行動を行 っ て い

た の は 1 名で ，以 前よ り イ ン ス リン 量 の 調節 を 行 っ て

い た高校生で あ っ た 。

2）低血糖の 予防及 び対処 に 関す る自主的な行動

　低血糖 の 予防及 び対処 に 関す る 自主的 な行動が 見 ら

れた者は49名中46名 （94％）で ， 自主的な行動が 見 ら

れ な か っ た者は精神発達遅滞の あ る 2名と小学 1年生

1 名 で あ っ た。具体的 な行動 に っ い て は，「低血糖症

状を感じた時に血糖測定し，血糖値や運動，食事 との

関係か ら補食の 種類 と量 を考 え，言 うこ と が で きた
。 」

が 29名 で 最 も多 く，「低血糖症状を感 じた時 に 血糖測

定を し，補食を した 。 」「運動の前に自主的に 申し出て ，

補食を取 っ て い た 。 」，「イ ン ス リ ン 注射後 30分以内 に

食事が で き る よ う に 自覚 を持 っ て 行動 して い た。」 の

4 つ に 大別 され た 。

3）食事 ・お やっ に 関す る 自主的な行動

　食事 。おや っ に関す る自主 的な 行動が 見 られ た 者は

49名中 1名 （2％ ） で あ っ た 。 具体的な 行動に つ い て

は ， 「血糖が 低 い 状態が 続 い て い た の で ，意識 的 に食

事 を 全 量摂取す る よ うに 努め て い た 。 」 で あ っ た 。 食

事量や種類 に関す る調節 に は 自主的な行動は見 られ な

か っ た 。

4）運動 に 関す る 自主的な 行動

　運動に 関する自主的な行動が見られ た者は49名中25

名 （51％）で ， 小学 1 − 4年生 8 名中 1名 （13％），

小学 5 − 6年生14名中10名 （71％ ），中学生 16名中10

名 （63％），高校生11名中 4名 （36％）で あ っ た 。 具

体的 な行動 に っ い て は ， 「血糖値が高か った 時，運動

して くる と言っ て，出か けた。」 が 25名 で 最 も多 く，

「食後は血糖値が高くな るの で，運動 して下げて い た。 」，

「血糖値 が 低 い 時や 体 が だ る い 時 は 運動 を控え て い た 。」

の 3っ に大別され た 。 「血糖値が 低い時や体が だ るい

表 5　 キ ャ ン プ 中に参 加者が自主性を発揮 し た療養行動 （重複回答）

項　　　目 行　　 動　　 内　　 容 人 　数

・医師 に イ ン ス リ ン量 の 変更 に っ い て 相談 した 。 18名
・医師が変更 した イ ン ス 1丿 ン 量に つ い て 理由を聞 き に行 っ た 。 3名

イ ン ス リ ン 注 射 ・注射方法 を注射器か らノ ボ ペ ン に 変更 した い こ と を医師に 相談 し，2回注射 法 1名
か ら 3 回注射法 に 変 更 とな っ た。

・医師 に相談 せず に イ ン ス リ ン量 を 自分で 勝手に調 節 した。 1名

・低血糖症状を 感 じた 時 に 血糖測 定を し，血 糖値や運 動，食事 との 関係 か ら補食 29名
の 種類と量 を考え，言 うこ とが で きた 。

低血糖の 予防と対処 ・低血 糖症状を感 じた時に 血糖測定を し，補食を した 。 17名
・運動の 前 に 自主 的に 申 し出 て ，補食 を取 っ て い た 。 7名
・ イ ン ス リ ン 注射後30分 以 内 に食事が で き るよ う に 自覚 を持 っ て 行動 して い た。 1名

食 事 ・ お や つ

・血糖値の 低 い 状態 が続 い て い た の で，意識的 に食事を 全量 摂取す る よ うに 努 め 1名

て い た 。

・血糖値が高かった時，運動 して くる と言 っ て ，出か けた。 25名
運　　　　　　 動 ・食後 は血糖 値が 高 くな るの で，運動 して下 げ て い た 。 2名

・血糖値が低 い 時 や体が だ る い 時 は運動 を控え て い た。 1名
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時 は 運動 を 控 え て い た 。」 と い う適切で な い 行動を行 っ

て い たの は 1名で，小学生 で あ っ た 。

5）授業 や そ の 他 に お け る 自主的 な 行動

　授業や そ の 他 に お い て 自主 的な行動が 見 られ た 者 は，

49名中38名 （78％） で ， 小学 1 − 4 年生 8 名中 8 名

（100％），小学 5 − 6 年生 14名中10名 （71％），中学生

16名中13名 （81％），高校生11名中 7名 （64％）で あ っ

た 。 具体的 な 行動 にっ い て は ， 「キ ャ ン プ で の 目標 を

立て ，実行 して い た 。」「注射 の 技術 に 対す る迷 い があ

り，質問を した 。」「自分 の キ ャ ン プ で の 目標を発表し，

そ の 成果を報告 して い た 。 」「学校 で の 様子を話 して い

た 。 」「初回参加者 に ア ドバ イ ス して い た。」 「療養生活

で 失敗 した 体験談を話した 。 」「自分の 考え を 話 して い

た 。 」 な どで あ っ た 。

　以上の い ずれ か の 行動 に 自主的 な行動が 見 られ た者

は49名中48名 （98％）で ，自主的な行動が 見られな か っ

た 1名 は，精神発達遅滞の あ る者で あ っ た 。 ま た，食

事 ・おや っ に 関す る療養行動以 外の 項目す べ て に 自主

的 な 行動 が 見 られ た者 は ，8 名 で あ っ た。

考　 　察

　療養行動 の 自主 性 を 育 て る看護援助 と して の カ
ー

ド

へ の 記入 は，年齢 との 間に有意な負の 相関が見 られ，

年少の 患児に は有効で あ っ た が，年齢の 高 い 患児 に は

有効 で は な か っ た 。 小学低学年 の 患 児 は ， 技術的な 指

導を含め，細 か い 看護が必要な た め に 看護 ス タ ッ フ の

配 置が 多く ， 看護 ス タ ッ フ が 患児 と 1対 1の 対話形式

で カ
ー

ド記入 に 関わ る こ と が で き た こ と，患 児 自身も

自分で書くこ とに よ り視覚的に 努力の 成果を認識で き

た こ とが カー
ドへ の 記入法 の 有効性 に っ なが っ た もの

と思 わ れ る 。

一
方， 思春期以 降の 患児 は 自我 の 発達 に

伴い，自分の 興味があるこ とに は熱中す る が， そ れ以

外 の もの に は め ん ど く さ い と い う気持 ち が 出て くる。

兼松ら n が 療養行動 に対する
“
い や

”
，　

“
とて もい や

”

とい う否定的な気持ちは小学生よ り，中学生以上に多

か っ た と報告 して い る こ とか らも，小学高学年以上 の

患児 に は 別 の 方法を用 い る必要 が あ る だ ろ う。 しか し，

そ の 中で も数名の 者は血糖表に書か れ て い る イ ン ス リ

ン 量 ，食事量，血糖値，低血糖 の 時間 や 症状か ら総合

的に 現在 の 病状を考え， どの よ うに コ ン トロ
ール した

らよ い か に っ い て 書い て い た た め，メ モ 欄を使 っ て 記

入す る 方法 に っ い て は 自己管理 の 1 っ の 方法と して 提

小児 糖尿病サ マ
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示す る こ と が 必要で あ る と思 わ れ る 。 ま た，血糖表 の

記入の 仕方にっ い て 説明す る だ けで な く，記入例を見

せ な が ら，記入 目的 と共 に説明す る工 夫も必要 な の で

は な い だ ろ うか 。

　 キ ャ ン プ で 学 ん だ 自己管理方法を い か に 家庭生活で

も継続さ せ るか は看護 に お ける 大きな 課題 で ある 。 事

例 2 と 3 は昨年の キ ャ ン プで 学 ん だ 技術 を家庭 で継続

する こ とが で きて い なか っ た 。 糖尿病患児 の 自己管理

の 確立段階に お い て は，そ の 支援 の 中心 は親で あ り、

そ の 関与 は 時 に 学習 へ の 受動性 を助長す る 。 しか し，

親が自分の 子ど もの 自己管理 の 確立に つ い て 理解が進

め ば，そ の 子 ど もに 能動的学習意欲も生 まれ る
6 ｝

と言

われ て お り，患児が キ ャ ン プで 学ん だ技術を 家庭 で も

継続して 行え る よ うに 両親 へ の 支援を行 っ て い く必要

が あ る と思わ れ る 。

　 イ ン ス リ ン 依存型糖尿病の 場合，毎日 2〜4 回 の イ

ン ス リン 注射が必要で あ り，イ ン ス リ ン の体内へ の 吸

収を考 え る と，注 射部位 1 ヵ所 を ロ
ー

テ
ー

シ ョ ン しな

が ら注射して 1週間 と して ， 1か 月 で 4 ヵ 所必要 で あ

るため，注射部位が 3ヵ所以下の者に は ， 注射部位を

増 や す こ と が 望 ま れ る 。 家庭 で も注射部位が 限局 して

い る の か ど うか を把握 し，限局 して い る場合は 注射部

位の 観察と と もに ， な ぜ 限局するの か を聞き，限局す

る と な ぜ い けな い の か に つ い て 説明 し，工 夫で きる こ

とを
一
緒に考え，部位の拡大が で きる よ うに 援助 して

い く必要 が あ る 。 年少の 患児 に は看護ス タ ッ フ も注射 ・

採血技術や部位の 拡大 に 目が 向い て い る が，小学高学

年以上 の 技術の 獲得が で き て い る患児 に は 注意 が 向き

に くい 。 しか し，年齢 が 増 え る に っ れ，療養行動が少

な くな っ て い る
9〕

と報告され て い る よ うに，看護 ス タ ッ

フ は年齢の 高 い 患児 の 技術面 に も意識的 に 目を向け る

必要が あ る と考え られ る。

　キ ャ ン プ中に 自主的な行動が 1 名を除 い た 全員 に 見

られた 。 療養行動で は ， イ ン ス リ ン 注射に つ い て 年齢

と共 に 自主 的 な行動が 増 え て い た
。 小学低学年の 患児

が イ ン ス リン 量が増 えて い る の を見て ，イ ン ス リ ン 量

が 増 え て い る の は なぜ だ ろ う と考 え ， 医師 に 聞きに 行 っ

た行動 は，自分 の 血糖値へ の 関心 に っ な が り， そ れ が

将来 の 血糖値の 自己管理 へ の 自主性に っ なが るもの と

思 わ れ る 。 ま た ， 良好 な血糖 コ ン ト ロ
ール を維持す る

た め に は 血糖値に 合わせ て イ ン ス リ ン 量を微調節す る

こ とが有効で あ る と言わ れて い る。 サ マ
ーキ ャ ン プ は

患児 が そ れ に つ い て 学 び，安全 に体験で きる場 で ある 。
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早 い 時期か ら自分の 血糖値に関心 を持ち，血糖値を コ

ン ト e 一
ル しよ う とす る姿勢を身 に っ け る こ と は，合

併症を予防するため に 重要な こ とで あ る 。

　 しか し，イ ン ス リ ン 量 の 自己 調節 は 危険 を伴 う た め

に，患児が血糖値の モ ニ タリン グ が で きる年齢 に なら

な ければ，医師が 許可 しな い の が現状で ある 。 本研究

に お い て も，血糖値 が 高 い 時 に，医師 に 相談せ ず に イ

ン ス リ ン 量を増や して注射 した と い う適切で な い行動

を行 っ て い た高校生 が 1名 い た 。 ま た，運動に 関す る

自主的 な行動で も，「血糖値が低 い 時 や 体が だ る い 時

は運動を控え て い た 。 」 と適切で な い行動を 行 っ て い

た小学生 が 1名い た 。 谷
L°）

は患 児 が 決定 す る療養行動

は年齢 と共 に 増加 し，患児が決定 して い る場合 は，判

断 。意味づ けが多く見られた こ と， また ， 主体性が あ っ

て も行動が 適切 と は限 らず ， 判断基準が適切か，曖昧

か に よ っ て行動の 適切さに 違 い が 見 られた こ とを述べ

て お り，自主 性 が 見 られ た 行動 の 判断基準が 適切で あ

る こ とが 重要 で あり，適切 で な い場合は ，
な ぜ適切で

な い の か に っ い て説明 し， 理解させ る こ とが 必要 で あ

る と考え られ る 。

　低血糖 の 予防及び対処 にっ い て は 3名を除い た46名

の 者に自主的な行動が見られ た 。 こ れ はキ ャ ン プ中に

全員が低血糖を経験 して い る こ とか ら 自主性を発揮 し

やす い 状況 で あ っ た こ とに加えて，低血糖の補食を診

察室 に 取 りに く る時 に 緊急 を要 す る状 態 で な い 限り，

全員に ど の よ うな もの を どれ ぐ らい食 べ た らよ い と思

う か を 繰り返 し尋ね る よ うに し，患児 に 低血糖 の 補食

に っ い て 考え る機会を提供 した こ との 効果 が あ っ た も

の と思われる。

　食事 ・ お や っ に 関 して は 自主 的 な行動 が ほ とん ど 見

られ なか っ た 。 そ れ は，参加者の 食事 が 個 々 の 指示食

事量 に 合わせ て， 1 日 3食 とお やつ ・夜食に分け て作

られて い る こ と，自分 の 食事量を考え な が ら，自由に

食品を選ん で食べ る と い うカ フ ェ テ リア 方式 の 食事は

1食 の み で あ る こ と，原則 と して 出された物は全部食

べ な ければ な らな い こ とが血糖値 に合わせ て 食品の 種

類や摂取量を調節するこ とがで きなか っ た大きな要因

で あ る と考え られ る。 食事量 を 調節で き る よ う に す る

こ と は キ ャ ン プ の 経費に も関わ っ て くるため，参加費

に も影響 を 及ぼ す可能性 が あ る
。 そ の た め，夜食を食

べ ず に そ の 分を夕食 の 量 に増 や す ， あ る い は 血糖値が

高い の で夜食を食べ な い な ど ， 患児 が考 え，決定 で き

る範囲 を栄養ス タ ッ フ と話 し合 っ て ，で き るだ け作る

ようにす る こ とが食事に関する患児の 自主性を育て る

こ とに つ な が る もの と思 わ れ る。

　中村らU｝
は国際糖尿病 キ ャ ン プ の 参加者 に 対す る効

果 と して ，キ ャ ン プ の 前後に調査 を行 い
， 社交性 ・自

己顕示性に有意な変化が見られ た と報告して い る 。 こ

の こ と は ， キ ャ ン プ に 参加す る こ と自体が 患児 の 自主

性 を育 て る効果が あ る もの と思わ れ ， ほ とん ど の 参加

者に 自主性 が 見 られた こ とは， 看護援助プロ グラ ム の

効果の み で あ る と は言 い 難い
。 しか し，参加者 の 自主

性を育て る一助と な っ た と は 言え る の で は な い だ ろ う

か 。

　また
， 療養行動の 自主性を発揮す る た め に は患児が

意識的に 調整を行う必要の ある状況が必要で あ り，キ ャ

ン プ 中血糖値が安定 して い た患児 は自主性を発揮す る

機会 が 少な か っ た可能性 が あ る こ と，ま た キ ャ ン プ中

の 患児の 行動を全て観察す る こ と は不可能で あり，看

護 ス タ ッ フ が 関わ っ た 中で 観察 で きた患児 の 自主性を

発揮した行動で あ る とい う こ と が こ の 研究 の 限界 で あ

る。

ま と め

　今 回，小児糖尿病 サ マ
ーキ ャ ン プ参加者 の 療養行動

に お け る 自主性を育 て る看護援助を導入 し，キ ャ ン プ

中 の 患児の 行動を分析し ， 以下の 結果を得た 。

1）年齢 とカードへ の 記入量 と の 間 に は，有意な負 の

相関 が 見 られ，年齢が高 くな る に っ れ て，カ ードへ の

記入 を好 ま な い 傾向が 見 られ た
。

2 ）小学4 年生以下

と初回参加者11名 は，全員 に 自主的な行動と共 に，注

射 ・採血部位の 拡大が見られ た 。

一
方，小学高学年 の

患児の 一部に 注射 。 採血部位の 限局 が 見 られた 。 3）

患児が 自主性 を発揮 して い た行動 は，  低血糖の 予防

と対処 の た め に 補食の 種類と摂取量 を決め る こ と ，  

血糖値を下げ る た め に 運動をする こ と，  血糖値に 応

じて イ ン ス リン 量 を調節す る こ とで，また，血糖値を

下げ る た め に 食事量 の 調節を して い た 患児 は い な か っ

た 。

おわ りに

　医療療育キ ャ ン プで あ る小児糖尿病 サ マ ーキ ャ ン プ

は，キ ャ ン プ後もず っ と続 く療養生活の 自己管理 の 再

教育の 場で あ る 。 医師や他の キ ャ ン プ ス タ ッ フ と連携
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を取 りな が ら，糖尿病患児 が 少 しで も多 くの 適切 な 判

断基準 に よる自主的な療養行動を身に っ けられ る よ う

に 今後 も支援 して い きた い 。
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